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 連絡事項 

【来週の予定】 

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

17 日（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

18 日（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥  

19 日（水） 
全学年 尿検査 

水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 水⑦ 
1 年 レントゲン撮影 

20 日（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

21 日（金） 

1 年 

金① 金② 金③ 金④ 
内科検診・交通安全 

放課後 
23 年 金⑤ 金⑥ 

※19 日（水）尿検査（全学年） 1 年レントゲン撮影 20 日（木）2 年救命講習 

 

mamas café 今週の日替わりメニュー 

17 日（月） 18 日（火） 19 日（水） 20 日（木） 21 日（金） 

サバ煮つけ 
ハンバーグ 

和風ソース 
しゃけマヨ焼 

ちくわのはさみ揚げ 

マスタードソース 

そぼろ丼 

 

※毎週 作詩画家わたなべあけみさんの作品を紹介して参ります 

 

 

～SOS が届くことは、実は幸せなことかもしれませんね～ 

前提 

 電車にしても飛行機にしても日本の定時発着率の高さは世界一だと言われ

ます。時間ピッタリにホームに入ってくる列車は停止線ピッタリに止まり、

そして再度時間ピッタリに発車して行くのです。まるで精密機械のような素

晴らしい正確さです。そんな中、最近、鹿児島本線の遅延が続いています。 

 

急いでいるときなど、ほんの数分の遅れが致命的に長く感じてしまいます。

困ったときに人間はどこかにそのはけ口を求めます。苦情が JRに山のように

寄せられることになるのでしょう。定時ピッタリを「当たり前」と思ってい

るからこそ、数分の遅れが「けしからん!」となるのですよね。つまり「出来

ること」が前提となっているのです。それが当たり前だと。 

 

 定刻を厳守する各社の社員さんたちの壮絶なご努力は、実は「すごい！」

ことなのではないでしょうか。できてしまっていることを前提として考えす

ぎてしまうと、その実現の為に流されている汗に気付くことはできません。

気づくことができなければ、即ち「ありがとう」と言う感謝の気持ちも沸い

ては来ないはずです。ほんのちょっとのほころびに腹が立ち、苦情は言って

しまいますが、ならば実現できていることにもしっかりと謝意を述べても良

いのではないでしょうか。前提は「ゼロ」だと思うのです。 

 

 もちろん何事も「泣き寝入り」は必要ないと思います。苦情や批判は社会

を育てる大切な視点です。同じくらい感謝の気持ちが飛び交う社会が実現で

きればどんなに素敵でしょう。本校は生徒の皆さんが登校することは前提で

はありません。それは皆さんの素晴らしい努力の成果なのですから。 

 

 


